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1~121 は|円稿で翻刻済み、 [1] ~ [55]は本稿で新たに翻刻したもの。
事件名 裁判所名 判決年月日 参考
明治9年
1 1芸娼妓解放ノ儀」 鶴岡県聴訟民事掛 M09・03・10上申
2 1貸金催促之訴J 東京裁判所 M09・04・14判決 3控訴審
3 1貸金催促ノ一件J(控訴) 東京上等裁判所 M09・10，-判決 2初審
明治 10年
[1] 1貸金催促ノ訴」 東京裁判所 M10・02・21判決
4 1芸妓預人引戻ノ訴訟」 東京裁判所 MlO・11・21判決
明治 11年
5 1娼妓廃業故障一件J(控訴) 東京上等裁判所 M11・09・12判決 横浜裁判所
[2] 1預ケ金取戻之訴訟J 東京裁判所 M11・09・13判決
[3] 1貸金催促ノ訴訟」 東ぷ裁判所 M11・09・25判決 [4]控訴審
[4] 1貸金催促ノ詞訟J(控訴) 東ぷ上等裁判所 M12・02・06判決 [3]初審
[4] ノ詞訟J(投訴) 東京上等裁判所 M12・02・06判決 [3]初審
明治 12年
6 1娼妓廃業取戻ノ訴訟J 東京裁判所 M12.02・17判決 7控訴審
7 1娼妓廃業取戻シノ 件J(控訴) 東京上等裁判所 M12・06・16判決 6初審
[5] 1貸金催促ノ詞訟」 名古屋裁判所 M12・05・14判決 [6]控訴審
[6] 1貸金催促ノ -件J(控訴) 東京上等裁判所 M12・12・05判決 [5]初審
8 1芸妓出稼約定履行ノ訴訟」 東京裁判所 M12・05・17判決
M12・05・22判決9 1娼妓取戻ノ訴訟」 東京裁判所
10 1娼妓稼廃業ノ 東京裁判所 M12・09・30判決 11 








13 i娼妓廃業調印請求ノ訴訟」 東京裁判所 M13・01・31判決






東京裁判所 M13・06・30判決 [9]控訴審 [10]上告審
[9] i預ケ品及ヒ金円取戻ノ一件J(控訴)
k等裁判所 M14・04.25判決 [8]初審 [10] 卜告審
[10] i預ケ品及ヒ金円取戻シ一件J(r.告)





[11] i預ケ金取戻ノ訴訟J 東京裁判所 M13・11.22判決
19 i娼校日業定約履行ノ訴」松江裁判所鳥取支庁 M13・11・30判決
明治14年
[12] i諒一ケ金請求ノ訴訟」 福島裁判所酒田支庁 M14・02・25判決
[13]控訴審 [14]上告審














束京裁判所 M14・M ・30判決 [20]関連
関連「貸金持入資金請求j M14・10・31
23 i娼妓稼金精算ノ詞訟」 束京裁判所 M14・06・30判決 24控訴審
24 i娼妓稼金精算ノ詞訟J(控訴)
東京上等裁判所 M14・11・08判決 23初審
25 i芸妓稼違約」 神戸裁判所 M14.07・11判決
26 i娼妓常業鑑札返上願書ニ押印ヲ要ムルノ制訟」
名古屋裁判所 M14・08・11判決
27 i娼妓鑑札返上差拒ノ訴訟」 名古屋裁判所 M14・09・14判決







[19] i預ケ金i奄滞ノ詞訟」 函館裁判所 M14・12・12判決
29 i娼妓廃業約定履行ノ訴訟」 東京裁判所 M14・11・24判決
30 i芸娼妓稼中花山張取戻ノ訴」 京都裁判所 M14・12・15判決
31 i娼妓稼計算訳立ノ詞訟J(控訴)
大阪上等裁判所 M14'-・一判決 大阪裁判所堺支庁
[20] i貸衣類取戻之詞訟J 東広裁判所 M14・-・一判決 [15]関連
明治15年
[21] i貸金催促ノ詞訟J 京都始審裁判所 M15・02・04判決 [22]控訴審








34 I芸妓営業ノ指令取戻ノ訴訟J大阪始審裁判所 M15・04・一判決 35
35 I芸妓営業中指令取戻J(控訴) 大阪控訴裁判 M15・09.-判決 34初審、
32・33関連
36 I娼妓!巡業届書ニ捺印方請求止と詞訟」 松江始審裁判所 M15・04・15判決
[23] I代償金請求之訴訟」 名古犀治安裁判所 M15・05・05判決
37 I娼妓鑑札返上書面井寄留帰宅届等ノ書面へ調印ノ訴訟」
岡崎始審裁判所 M15・05・26判決











41 I娼妓廃業約定履行ノ詞訟」名古屋始審裁判所 M15・07・29判決 42控訴審
42 I娼妓廃業約定履行ノ詞訟J(控訴)
名古屋控訴裁判所 M15・11・04判決 41初審
43 i娼妓廃業差拒解除之訴訟」 岡崎始審裁判所 M15.08・16判決
44 i芸妓営業約定履行ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M15・08・16判決
45 i貸金催促ノ訴訟J 東京始審裁判所 M15・09・27判決 46控訴審
46 I貸金催促ノ訴訟J(控訴) 東京控訴裁判所 M16・05・16判決 45初審
[27] I貸金催促ノ訴訟」 東京始審裁判所 M15・09・27判決 [28]控訴審
125 
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[28] i貸金催促ノ控訴J(控訴) 東京控訴裁判所 M16・05・16判決 [27]初審
47 i去娼止業井計算訳マノ件J 神戸始審裁判所 M15・09・30判決
48 i去妓約定違変之訴J(控訴) 大阪控訴裁判所 M15・10・12判決 金沢裁判所
49 i娼妓出稼催促之訴訟」 新潟始審裁判所 M15・12・12判決
50 i芸妓契約金滞ノ訴訟」 本所区治安裁判所 M15・12・16判決 51 
51 i芸妓契約金滞之詞訟J(控訴) 束京始審裁判所 M16・01・31判決 52初審
52 i娼妓出稼ニ付約定違変ノ詞訟」 名占屋始審裁判所 M15・12・19判決
53 i芸妓契約履行ノ訴訟J(身代限) 東京始審裁判所 M15・12・22判決
54 i芸妓廃業妨害ノ訴訟」 東京始審裁判所 M15・12・28判決
55 i娼妓常業履行ノ詞訟」 商館始審裁判所 M15・12，-判決
[29] i貸金催促ノ制訟」 麹町区裁判所 M15.一・一判決
関連.供述調書て通
明治16年
56 i娼妓廃業願連印請求ノ詞訟」 名肯屋始審裁判所 M16・01・24判決
57 i娼妓営業契約履行ノ訴訟」 宮崎始審裁判所 M16・01・一判決
[30] i復籍請求之訴訟j 東京始審裁判所 M16・02・一判決




岐車始審裁判所 M16・04・12判決 62控訴審・ 61関連






名古屋控訴裁判所 M16・07・25判決 60初審・ 61関連












68 1娼妓!巡業鑑札返上薬察ノ詞訟」 秋田始審裁判所 M16・05・26判決
69 1娼妓廃業願届書類述印差拒ミノ訴訟」根宰始審裁判所 M16・07・04判決

















78 1娼妓稼金波方催促ノ詞訟J 津山治安裁判所 M17・03・15判決
79 1芸妓廃業及稼高計算ノ調訟」 束点;始審裁判所 M17・03・26判決
80 1娼妓廃業故障解除ノ詞訟」 東京始審裁判所 M17・03・27判決 81関連
[34] 1貸金催促ノ詞訟J 東広始審裁判所 M17・04・12判決
[33]控訴審、 [35・36・39]関連




[36] I貸金催促ノ詞訟J 麹町医裁判所 M17・04・19判決 [35・39]
関連・供述調書五通
[37] I貸金弁償要求ト訴目ヲ附スル詞訟」 京都始審裁判所 M17・06・24判決





83 I娼妓廃業届調印方ノ訴訟」 松江始審裁判所 17・07・16判決
[39] I約定償金履行ノ制訟」 東京始審裁判所 M17・10・13判決
[35・36]関連
[40] I貸金催促ノ控訴J(控訴) 束京控訴裁判所 M17・10・27判決
[27]初審、 [35・36・39]
明治 18年





[41] I円賦金流i帯ノ訴訟」 商館治安裁判所 M18・06・05判決
[42] I貸金催促ノ事件J(控訴) 束京始審裁判所 M18・07・21判決 下谷区裁
明治 19年









[43] i抵当貸金催促ノ訴訟」 神戸始審裁判所 M19・04・17判決
91 i娼妓廃業調印差拒ノ訴訟」 東京始審裁判所 M19・04・30判決 92控訴審
92 i娼妓廃業調印惹拒事件J(控訴) 東京控訴院 M19・07・10判決 91初審
93 i芸妓働金請求之訴訟事件」 江刺治安裁判所 M19・07・22判決
明治20年
[44] i貸金催促ノ制訟」 東京始審裁判所 M20・03・11判決
94 i娼妓廃業差拒ノ訴訟」 東京始審裁判所 M20・06・09判決
95 i芸妓稼約定履行請求ノ訴訟」 大阪始審裁判所 M20・10・21判決




98 i娼妓廃業差招ノ詞訟」 函館始審裁判所 M21・04・28判決
99 i娼妓廃業及計算要求ノ詞訟」 仙台始審裁判所 M21・09・10判決
100 i問妓廃業差拒ミノ詞訟J 仙台始審裁判所 M21・12・06判決
[45] i家犀引払要求ノ訴訟」 仙台始審裁判所 M21・12昏15判決 [46]控訴審
[46] i家犀引払要求ノ剖訟J(控訴) 宵城控訴院 M22・03・22判決 [45]初審
明治22年
[47] i貸金催促ノ訴訟」 大津始審裁判所 M22・02・20判決
101 i娼妓廃業妨害差止ノ訴訟J 大阪始審裁判所 M22.04・19判決















108 I芸妓廃業井帰郷復籍方請求ノ訴訟」 松江始審裁判所 M23・01・31判決














[49] I貸金請求事件J 名古屋治安裁判所 M23・03・13判決
[50] I貸金請求ノ訴訟」 名古屋始審裁判所 M23・04・11判決






117 I芸妓営業稼約定書履行ノ詞訟」 名古屋始審裁判所 M23・10・31判決





119 I娼妓!発業届書ニ捺印求事件」 名占犀区裁判所 M24・06・30判決
[55] I貸金請求事件」 根窒地方裁判所 M24・10・10判決
明治28年



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(麹町医裁判所、 M15. ・ 判決)
i' 高木判事補@
原告東京府南豊島郡平民
大林フサ
被告企府全部平民建守力蔵方出稼娼妓栗原ムメ及
全宿荏原郡平民栗原辰蔵代全府南豊島君1;平民
山下 f忠次郎
全々府荏原書1;平民
栗原キセ
貸金催促ノ詞訟始審裁判左ノ如シ
原告ニ於テ甲号証ノ金円ハ栗原ムメ外二名へ貸与シタルヲ以テ三名ヨリ償却請度
骨申立ルモ被告共ニ於テ甲号証ノ金円ハ栗原ムメ一名ニテ借用セシモノニテ栗原
辰蔵栗原「キセJ両名ハ該説ニ対シ元方受人ナリ然ルニ三名ヘ係リ金円請求スルハ
条理ニ於テ無之旨開陳ス依テ判決スルニ抑甲号証ニ三名ノ記名上ニ同ト記載シア
ルハ素ヨリ信認シ難シ該証書中ニ万一及違約候節ハ元方受人ニテ右金円皆i斉致シ
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云々ト明記シアル上ハ[栗原ムメー名へ係リ請求スルハ格別ナルモ元方受人ヘ係リ
ル理由無之以テ本訴ノ要求ハ不相マ依テ訴訟入費ハ原告ヨリ弁償スヘシ]該
証ノ金円ハ栗原、ムメカ借用シタルモノナリ故ニ同人へ係リ請求スルハ格別ナルモ
本訴要求ハ相Irス依テ訴訟入賞ハ原告ヨリ弁償ス可シ
明治十五年[月日不明]
関連:供述調書二通
① 
[麹町区裁判所]
大森フサ
一栗原ムメ外弐人へ係ル証書中ニ元方トアルハ則栗原辰蔵ノコトナリ受人トアル
ハ栗原、キセノコトニシテ前書両名ノ上ニ同ト記載シタルハ該証書成立ノ際栗原
ムメカ認メ候尤本金貸与ノ向ハ辰蔵ノ代トシテ栗原キセ立会侠事
右之通相違無之候以上
明治十五年九月十九日 右
大森フサ⑮
ー嚢ニ勧解出願之節栗原ムメ'古名ヲ被告トシ栗原辰蔵同「キセ」阿名ヲ除キタルハ
其当時両名共不在ニ付壱名ヲ被告ト致侠
大森フサ⑪
② 被告栗原辰蔵栗原ムメ代人
山下徳二郎
栗原キセ
口供
被告共ニ於テ本証ノ金円ハ栗原「ムメ」壱名ニテ借用シタルニ相違無之然ルニ今回
該証二対シ元方受人ニ相立タル政ラ両名ヲ被告トシ今般本訴ノ金円ヲ請求スル理
由無之モノトス
ー証書:ニ栗原辰蔵栗原キセ両名ノ名上ニ同ト記シアルハ最初本証差入之際ニハ決
而無之候
一元方トアルハ即キセ同様受人ノ心得ニテ御座侠
他ニ申立候義無之候
右之通相違無之候
明治十五年九月十三日
170 
明治前期の芸娼妓関係判決(補遺1) (村上)
171 
山下徳二郎⑪
栗原キ
